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.CO八州UNICAT]ONS
EQUJPMENT

〝･､●ポ■● ､■r ノ‥れ■ ･ヾ･‥■■■-･い ､■y､･･くい･､､､石′･･ ､■■■ J■ 〟■ ､､■r､･･こ･･人･′･■■′､‥‥汁･t■･‥′∧

35年度においては通信部門として注目すべき多くの製品を納入し

たが,特記すべき点はシステムとし,まとまった製品が多くなりつ

つあることである｡これほクロスバ交換機を主体とした自動交換機

の普及発達およぴデジタルコソピュータの発達により伝送系より端

末機器に至る全システムの自動化が促進せられたためである｡35年

度に納入せられたこの種製品の代表的なものは 鉄東海道線のビジ

ネス特急に整備せられ,7月1日から業務通信を,8月21日から公衆

電話通信を開始された列車 話装置であり,400Mc FM無線を通

して列車と東京,名古屋,大阪の一般の 話加入者と自由に電話通

話ができる画期的なものであり,有線交換機,伝送装置,無線機の

密接な共同動作によって完成されたものである｡また本無線機はわ

が でははじめてのセラ

な成績をおさめている｡
ック封じ真空管が採用されたもので良好

のほか35年2月から営 運転にほいった

特急列車の座席予約装置および国鉄全国トールダイヤル通信網の一

環をなしている由札マイクロ装置などもシステム製品である.｡また

銀行業務の一貫システムオートメーショソなども計画製作されつつ

ある｡

有線部門においては 電公社のクロスバ交換枚の標準化設計がほ

ぼ完了してクロスバ局建設が推進され35年に開局庖らびに開局予定

のものに町田,児島,三島,田無,小金井,五分胤 小島の各局な

どがある｡この中五分■市局のものは中容量のC21形のものである｡

なおこのほか新らたに開発された小容量無人局用Cl形のものも納

入した｡これらはいずれも電 公社の指導になる新方 のクロスバ

局である｡また装置中のものは電電公社の電話拡充5箇年拡張計画

に従って著しく増加しており二宮,伊東,福山,沼津,横須賀など

の各局のものがある｡PBXにおいてもクロスノミ交換機の採用が増

大し関西電力大阪本店,国鉄札幌などに大容量のものを納入した｡

電子交換機については時分割方式のもの空間分割方式のものの第

一次モデル試作を完成し,引きつづき研究を続けている｡

電話俄については新い､設計のもとに600号形の

の指導のもとに進められている｡

唱力発開 公社

有線放送装置についてほなお衰えない需要があり多数納入したが

その中に秘話装置付のものがあり,さらに個別秘話装置付の製rFが

進められている｡

無線機においては高周波用トランジスタおよび大容量トラソジス

タの開発に伴いトランジスタ化が促進され30,60,150McFM無線機

の大部分について実施納入された｡

伝送機器についてほトランジスタ化された超多重方式の実用化が

多くみられた｡これら電子機器のトランジスタ化,i 多重方式の闘

発に伴い部品の小形化の要求は必然の傾向でありまた同時に信輪の

高いもの要求がありこれに応ずる研究ならびにさらに一歩すすめた

部品の超小形化の研究が行われている｡

テレビ技術は広範な応用をもっており,工業テレビの利用は種々

の用途に広まりつつある｡この一例として無線伝

ソを三和銀行ならびに富士銀行に納入した｡

のバンカビジョ

放送設備としてビデコソカメラ装置,トランジスタ化された同期

信号発生装置,およびトランジスタ化されたイメージオルシコソ装

置を完成したが,さらにこれらの技術を総合したカラーテレビ中継

車が日立製作所50周年記念行事の一環として東京三越展示場を初め

とし大阪,名古屋などにて展示された｡カラーテレビ放送の実施に

伴いこれらカラーテレビ技術の応用も急速に増加するものと思われ
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る｡

テレビ中継装置として可搬形FPU,固定形STL装置を多数納入

したが特に11GC帯,13GC帯のFPUはわが国最初の製品であ

る｡

1l.】電話磯および交換機

35年度ほクロスバ交換機がわが国に生まれてから5年目であり,

本格的量産化開始の年ともいえる｡日本 信電話公社における市内

クロスバの設備コニ事ほ,35年度は約9万端子であり,36年度ほこの

2倍近くが予違されている｡またPBXクロスバ方式も需要が急激

に増加した｡

このような事態に対して,鋭意,生産設備の拡充に努力するとと

もに,日本 信電話公社の各種の標準設計の要望に対して協力した

が,PBXにおいても,大容量PBXクロス/ミと日本国有鉄道納市

外クロスバを完成すると同時に小容量クロスバの標準形を確立し

た.

ストロージャ交換機については,クロスバ部品を用いたレビータ

および連接集線装置ならびに各種のPBXサービス用機器の開発が

行われた｡今後もこのようにクロスバの技術ほ,SxS方 や手動

式交換様にも応用され,これらも逐次進歩をとげるものと思われ

る｡

電子交換機ほ部分電子化推進と,全電子化の基礎的研究が行われ

た｡

電話機関係については日本電信電話公社の4号形につぐ開発品で

ある600号形について全面的に協力するとともに,各種の宅内サー

ビス機器の開発を行った｡

1】.1.1電話横および宅内装置'

35年度においては現用方式機器とL･て斬らたに41号M磁石式電話

機を加えた｡これは送受器,磁石電鈴に4号形壁掛電話機部品を流

用し,卓上壁掛兼用としたもので,4号壁掛形シリーズの一機種で

ある｡

これら4号形電話機にかわる次の 準機瞳として,日本電信電話

公社において600号形電話機の実用化を計画され,日立 作所もこ

の試作分担を命ぜられて,検討中である｡これは送受話器をはじめ

全部l一完-とも全く新らたな構想になり,4号形に比べて通話能率が

10dB以上向上L,またその形態も漸新なデザインのものとして誕

生するほずである｡

なお輸出電話機とLて,60サイクル電鈴を使用したHA-61,およ

びHAW-61の各日動式電話機が,大量にカナダへ輸出されたのを

ほじめ,東南7ジア,中近東,中南米などへも着実に販路を開きつ

つある｡

また特殊機台巨磯器として,10加入までの共同電話に用いる同調

鈴の改良 準化を終ったほか,加入者に便利な使い方を提供する沓

第1図 HSM-3磁石 式電 話機
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第2図 結 形 本 部 装 置

種宅内楼器の実用化を行った｡たとえば,着信時ベル信号とともに

ランプによって視認を可能ならしめるネオン管付電話機,遠距離加

入者,難聴者に便利な受話増幅電話機(自動式,共電式,磁石式各

内蔵電話機形)および外付け受話増幅器,通話を第三者に傍聴させ

るための増設受話器ボックスなどがこれである｡舞1図に受話増幅

器内 のHSM-101磁石式電話機を示す｡

11.1.2 有線放送電話装置

有線放送電話は,ここ3年の間にめざまい､普及をみ,農山漁村

の必需施設となった｡最近の懐向としては交換機,拡声装置を一体

とした結合形本部装置が望まれ,また新い､棟能,すなわち同一回

線の他加入者の割込盗聴を阻止する秘話,および回線ごとの放送呼

出に代る個別呼出機能の具備が要望されるようになってきている｡

日立製作所では,これらの要望に応えて,外観豪華な結合形本部

匿,ならびに秘話および個別呼出両機能を併有する新い､方式の

機器を製作した｡弟2図はこの結合形本部装置である｡秘話付個別

呼出装置に用いられる｡ミニユタリ･スイッチは加入者宅内に設置

され,交換 置よりの選択インパルスによって回転歩進する｡これ

ほきわめて低い入力で動作し,構造堅

ある｡

11.】.3 クロスバ交換轢

(1) 日本

で信頼度が高いのが特長で

信電話公社大局用クロスバ交換機

C41,C51形クロス/ミ交換機は,さきに納入Lた町田局,児島

局の交換機に引続いて三島局(5,000回線)用として35年3月から

5月に納入した｡

さらにC41,C51形はこれら3局の交換機の製造および運用の

経験をもとにした改良を行い,新しい課金方式に対処しうるよう

機能付与を行って高性能化をはかf),日本電 話公社の公衆通

信用クロスバ交換機を標準機桂として大規模に採用する方針に即

応して量産に適するように全面的に検討を加えて,日本

公社のご指導のもとに中心局にまで適用できる

改良した｡

手r｢
〓電信

市内交換枚に

この点初の交換機を田無局(5,500回線)用として35年8月に製

造納入し,あわせて量産体勢の確立を行った｡今後引続きこの機

桂による交換網の大規模のクロスバ化が期 され,すでに35年度

中に5,000回線ないし10,000回線の大容量局が数局予定されてい

る｡

(2) 日本電信 話公社用中小局用クロスバ交換機

わが国の電話局の約70%を占める200回線以下,すなわち9政

局以下の小局のクロスバ方式による自動化に対処するため,クロ

第3図 三島局納C41,C51形クロスバ交換機

第4図 調35号クロスバ小自動交換装置(左)と収容箱(右)

スバ小自動交換機の試作が日本 信電話公社技師長室の指導で行

われた｡この交換機はCl～C9までのクロスバ交換機の系列の

うちCl形に属するもので,中継交換楼能をもたない加入者線交

換楼である｡今回製作したものは 35号クロスバ小自動交換模装

置と呼ばれている｡

本交換機は運搬が容易な金属製の小局舎に納められ,従局,お

よび端局の機能を具備しており,小都市用としてはもちろん大都

市に散在する集団住宅の交換機としても使用することができる｡

この交換棟は局舎とともに東京都の荻窪電話局の従局として納

入され, 団住宅用交換機として試用されている｡

また前述の調35号クロスバ小目動に比べて,その適用範囲を一

段階拡大して,さらに大きな回線数の自動交換局に導入しうる無

駐在小自動局の機能を備えたC21形自動交換機を日本

社のご指導のもとに完成した｡

本交換機の最初の実施局として

信電話公

入される福井県五分市局およ

び熊本県小島局用交換機を日立製作所が製作した｡

(3)関西 力株式会社納クロスバ日動交換装置

関西電力株式会社新本店に納入されたAXC-4Bクロスバ交換

装置は,最終容量として加入者1,300回線,局線140回線,2線

式私設中継線180回線,4線式私設中継線180回線を収容する大

容量の構内 話交換装置である｡

本装置は,関西電力株式会社の全電話回線網の中枢をなすもの

で,新本店内はもちろん,各支店,支社,営業所および発電所の



第1号

第5図 AXC-4Bクロスノミ自動交換装罷

機械室の一部

第6岡 RX-8形クロスバ市外自動

交換装置

相互通話も本交換装置を通して行われる｡したがって,本交換装

置の 計に当っては,運用上,保!-1:上および交換機能上の 合的

な検討を行い,また将来に対する回線容量の増大,特殊機能の付

加などについても十分考慮が払われている｡このような考え方の

もとに,加入者回線および2線式中継線を収容するローカルステ

ージは,4段接続形式の交換機を採用し 各支店,支社および発

所を結ぶマイクロ回線,搬送回線は,これらを2段接続形式の

トールステージに収容し,無損失接続の4線式交換を行い通話rT【--

質の向上を期Lた｡一方 務の簡 化およびサービス向上の一環

とLて,夜間における局線の簡易中継台,テープサービス,幹部

秘喜電話,コールバック,不在加入者の転送など名穐の特殊機能

も付加L,構内電話交換装置としての特長を十二分に発押してい

る｡保`研こ関しても交換機の集中監視 験を行う集中試験架,伽1

入老,中継線,トラソクの呼量および呼数を測定するトラフィッ

ク測定装置,および交換機,市外｢ijl線などの絵合監視を行う総合

監視台を設け,障害記録装荷の併用によって極力保守の合理化を

はかっている｡本装置の機械宅の一部を弟5図に示す｡

(4)日本国有鉄 用クロスバ市外交換装間

日本国有鉄道札幌鉄道管理局に糾入されたRX･8形クロスバ

交換 置は,日本国右鉄 の北海道地区の全電話交換網の中根を

なすもので,北海道地域軸£もちろん,北 道と本州,押し軋 九

州地域の相互間の全国自動即時交換を行うものである._,

太交換機ほ,2線式およぴ4線式の中継交換のみを行う市外卑

用交換枚であり,本機の最大の 長は,日立製作所独自の2線4

線混合交換方式を採用している点にある｡この方式は,同一フレ

第8図 Ⅴ-11プ･TMF発振器

窮7図 AX-2形クロスバ自動交換機

ームに2線式もしくは,4線式レビータをまったく自由に収容し

て,中もLくは小規模の2線4線混合交換を経済的に行うことの

できる方式である｡第d図に本装置の一部を示す｡

(5)AX--2形クロスバ日動交換機

AX-2形クロスバ自動交換機ほ,初期実装が80同線以~Fの

PBX 用交換機であって,広汎な顧客層から要求される各種の特

殊機能を付加し,PBX特有の高トラフィックを運ぶことができ,

すでに東武ノ｣~て都宵百貨店,報知新聞札 八幡製鉄,三菱銀行名††-▲

屋支店などに納入され好評を得ている｡

木交換機は第7図に示すような高さ1,700mm,幅1,250mm,

行550mmの完全防じんキャビネット形の架に納められてい

て,所安床面積が非常に′トさく,プわ(,回路および機器設計に多

人の努力がほらわれている｡局線中継台としては有紐式無紐式の

いずれもが使用可能であ～),特に無紐式中継台は小形の卓上形と

し,事務用机の一l榔こ抒引ナるような構造となっている｡おもな使

用機器ほEK形クロスバスイッチおよびワイヤスプリングリレー

である..-)

(6)クロスノミ交換機用信号機器

市外線信号方式には,その接続方 から喧々の方式か考えられ,

また実施されてきているが,市外ダイヤル方式が最も多く使用さ

れ,かつ今後も として使用されるといわれている｡市外ダイ

ヤル方式とはいわゆる選択信号と監視信号を併用する方式で,選

択信号にほダイヤルイン/ぺルスを使用する方式と多周波符号を使

用する方式とがある｡多周波符号を使用する方式は,選択信号の

送出時日-j~jを早くすることができ,また市外線部分における回線の

障害やほかよりの妨害に対して強いという特長を有し,ストロー

ジャ局相■互,ストロージャ局より市外クロスバ局への接続を除き

第9図 VA-1号多周波受†言器
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第10図 トランジスタ化多周波受信器
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第11【ヌ11り･G ピ

f12図

AC-3A集線装置

(局外装置)

広範囲に使用される｡

またこの方式は~市内変換網にも適用され,日立製作所でほ昭和

34年9月以来多数納入L安定した性能で好評を博している｡

1】.1.4 ストロ･-ジャ交換轢

(1) レビータの進歩

最近H本電信電.‡iキ公社のご指矧こより,日揖紺1;所において開

発した脊槙レビータについて説肌する｡

1号Gレビータは市内の√i-E話ノ▲引閂に用いられるレギュラレビー

タである｡地下管路の行きづまりを打解し 線路 の節減をはか

るために,局間巾継綻ケーブ′Lは帥L､化の傾向にあるが,今回

計した1号Gレビータは,従 のレビータがケーブル直

とLて,1,200{ユ または2,000r之をl眼度としていたのに対し,さ

らに4,000nまで拡大することに成功し,同時に通話損失をはじ

め電気的性能の向上を実現し ワイヤスプリングリレーの長所を

生かして継電器数を1回路当り6個から5個に削減し,接点

の防止,長 命化を達成した｡大きさが従 のレビータの2′′′5と

なったことも特長の→つである｡

メータパルスレビータ近郊自動即時通話の交換にほ,通話料金

計算のための眉域時間登算装吊せ必要とするが,従来ほこの装置

を令7-E話局ごとく･･こ設障Lていた｡この謹笠置壬をタンデム局にのみ集

中設訂し,茶㍍詰問へは通話に妨ノ.1ぎむ■与えることなく通話線を介

して料金登算/ミノLスを伝送し,加入者度数計を動作させるように

Lたのがノータノミルスレビークでぁり,すでにストロージャ交換

機のみでなく,クロス/ミニむ換機にも(吏川さ.れて,大幅な経洞化が

ほかられている｡

手動 車用レビータは従来汁i.EL講ごとに設障していた手動台

を,持戒制上の直畦上茂に当る狙いノ.il( 卜して運用L,手動台と

人件費を節減する臼的で開発Lたレビータで,け仲継および入中

継の2縄研がある｡両局情の距離が良くなっても,通話線を介L

てダイヤルインパルス,保輔~り:信り､,料金徴収の各信号を確実に

伝送するよう考慮されている｡.片線練路凝血が2,500n以内の時

は信号路としてCX信り･装亡■でむ使用L,距離が

搬 が使用される｡

くなった場合ほ

(2)BPX用付帯装`～′'た

AC-3形_貯組袈m+加入欄側聞′六_′節約するたム′)の装閏で,加入

れ羽石結川｢.仁仁り適制球酢∵,1い)まとまってい左場合 中継線む

加入 群の付近まてのばし この中経練の先端こ.1岩けト装置を設備

して,加入省立県麿すろこ､AC:=閉三根矧だこは~EK形クロス′こ
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スイッチおよぴワイヤスプリングリレーを便r口しているので,局

外装f`～■亡弟】2図に′ト形で,温湿度の射ヒ8･こ対して強く,接続速度

が速く,かつ阻~.呈小少ないなどの利点がある｡l_!ヨ鉄人分をはじめ

10節所に納入され好.伸二運転されている｡

AC-20形連接耀凋拍甜-た いままで 接電話を 川Lていた鉄

道中R-り駅の昔話に,r_円山日動電話と同等のサービスを与え,鉄道

に沿っている加入者を1群として中継線の使用能率を高めるの

で, びうる呼品は従 の連接電話の場合の約10倍となる｡また

線路の信号に音声周彼ダイヤルを使用しているので誘導防告をう

けることなく,交流電化地区でも使用できる｡35年7月国鉄千葉

駅に納入し好調に運転されている｡

そのほか,コールバック,秘書電話装繹などの開発を行った｡

(3)研い､機器

最近閉

る｡

されたストロージャ交換機m機器にほ次のものがあ

FAP形リレースイッチ(第13図参照)

本l品は16ポイント,1レベルのバンク,ワイパと,カム接点2

組を有し,インパルスの計数,蓄私 空線選択などに使用する｡

小形軽量で取付け面積ほワイヤスプリングリレー1個と同一であ

り,消費電力6Wで50ステップ/′秒以上の速度で自己歩進担1転が

でき,動作安定で寿命も長く,かつプラグ･イン形なので保守点

検に便利である｡

FC形ロータリスイッチ(弟14図参照)

本r77】は17ポイント,3～6レベルのノミソク,ワイパとカム

1組を有し,小形で高さはA形ロータリスイッチの約1/3であ

る｡バンク端子は複式配線が容易な形で,また実装状態で回転機

構部のみ取りはずせるから配線や保守が容易である｡消費電力

9.6Wで少なく50ステップ/秒以上の速度で白己歩進回転ができ,

動作安定で も長い｡

11.】.5 交換機の電子化

従来の交換機の機械系をトラソジスタ,ダイオードなどを使った

電子系に置換えることにより交換機を小形,軽乱 低電力損失化せ

んとするこころみほ ､発展とともに拡大され

た｡この試みは現在のところ主として特に′J､形軽量を要求される場

合に大きな用 がみられるが,将

第13図 FAP形

リ レー･スイ ッチ

の半導体 子のいっそうの発展

節1`1トミI FC形

ロー▼ タ り･スイ ッチ
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第15図 通研納列車無線装置

移動端局交換機
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第16図 MT-120形無線川

搬送端局装置

とともに,その用途ほ特にこのような場合のみに限定されることな

くますます拡大されるであろう｡

列車,船舶,航空機などに使用される交換機は特に小形,軽量,

低電力損失が要 されるが,このような移動枚上で使用されること

を目的とした交換装置の製造を日本電信電話公社電気通信研究所よ

り命ぜられ5月18日完成納入した(舞15図)｡

なおこれとともに使用される固定端局装置も,同時に納入したが

これらは従来どおりの棟械系を用いた交換装置である｡ ムりユ一‖nたま

移動機に用いられているトランジスタ,ダイオードなどを使った論

≡哩回路は機能単位,すなわちフリップフロップ,ゲート,アンプな

どごとに日立製作所で開発したERl形電子ユニットで組立てられ

ている｡

1】.2 伝 送 機 器

通信設備の本質的な要求は,通信可能額域の拡大と通信量の増大

の2項目に要約される｡

これを伝送機器の立場からみると,主幹線用多重 置とデータ伝

送技術の開発とが今後のシステム受注に要求されるものといいう

る｡昭和34年度に試作を完了した, 多重端局装置は35年度に至っ

て各所通信網の幹線系装置としての市場を開拓し,今優の発展が期

待される｡またデータ伝送を対象とLた電信装置の開発が行われ,

特にそのトランジスタ化について成果が得られた｡

無線および交換機とともに完成した列車無線装置は,_.L記多重装

置とデータ伝送技術との成果が結実したものといいうる｡また電力

線搬送装置のトランジスタ化は,35年度をもってほぼ完成し電力送

電系統の総合的運転に必要な各種データ伝送および保護継電装置と

併用して,系統的受注に必要な体制を確立Lた｡

これらを総括して,昭和35年度ほ大規模な通信系のシステムを

構成するための伝送機器の基礎的開発をほぼ完成したものといいう

る｡

このほか,公社クロスバ横器の受注に伴って,信号用多周波送受

信器の開発を行い今後のクロスバ機器生産体制の一環を完成した｡

特にこれら装置のトランジスタ化については,公社において他社製

品とともに 作装置の現場 験を行い好 を得た｡

1】.2.1多重端局装置

回線数の多い凹練糸では,局舎の収容能力,電力消費および保守

人員などの制限から装置の小形化が強く要望されている｡真空管装

置についてほいわゆる小形 発完成されているが,これ

をトランジスタの導入により飛躍的に改良しようという思想は必然

的な動向であるといえる｡
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第43巻 第1号

第17図 BT▼12形12通話

路裸線搬送装眉

昭和34年4月に試作完成したMT-6001形オールトランジスタ

60通話路多重端局装眉は,上記の要求を具胡したわが国最初のオー

ルトランジスタ化装置であったが,その後この装置の試作結果を基

にして次のような各穐 品が完成された｡

MT-120形120通話路マイクロウエーブ多

CT--12形 12通話路ケーブル搬送装置

BT-12形 12通話路裸線搬 装置

置装局端

マイクロウエーブ用多前端局ほ,7,000Mc′H-fマイクロウエーブ無

線機の開発と相まって国鉄,札幌一室蘭:東京 力,小川"埼玉な

ど各地の重要回線を受注製作し,現在各地とも好調に運転中であり,

今後新たな無線周波数潤の開発に伴って増々需要の増大が期待され

るものである｡

12通話路ケーブル搬送装置は,国鉄幹線の交流電化に伴うケーブ

ル化を目標として製作され,第1号機が東京一-一横浜間に試用された

ほか,東海道線列車無線電話のアプローチ凹線として多数施設され

ている｡また12通話路裸線搬送装置は海外の輸出用として設計さ

れ,第1ロットは台湾警務処台北台中間に使用されている｡

○国鉄札幌一室蘭納MT-120形マイクロウェブ端局装置

本回線は国鉄全国トールダイヤル化の一環として完成されたもの

で,7,000Mcマイクロ無線同線を通して,札幌一皮京,札幌¶一画館

などの回線を構成している｡札幌端局は弟1る図のとおり60通話路

を 準架一架に収容しており,従来の′J＼形真空管装置に比して,大

きさほ約5分の1,消費電力は約10分の1以下である｡本装 は通

話路変換用炉波器として,鶴城共振子を用いたメカニカルフィルタ

を使用しており,従来のLC折渡器を用うる場合に比して変換段を

減らすことができ,装置小形化に大きく寄与している｡本装置は

CCITT の規格に準拠して作られているので,同様の規格で製作さ

れたいかなる装置に対しても対向に使用することができる｡

〔二台湾警務処納BT-12形12通話路裸線搬送装置

本装置は主として東南アジアなど海外への輸出を考慮して設計さ

れたものであり,第1ロットは台湾警務処,台北一台中間に設計さ

れ,きわめて好評に運転中である｡本装置の特長ほ,送信増幅器な

どの高出力回路を除いて,すべてトランジスタ化されていることで,

なかんづく高温多湿地域への輸出に対しては特別の注意がなされて

いる｡装置規格はCCITTの裸線搬送に対する規

今後

に従っており,

外市場の開発を期待しうる装置である｡弟17図に本装置の

正面図を示す｡

O CT-12形ケーブル搬 装置

鉄道電化などに伴う国鉄通信線路のケーブル化に従って,従来使

用されていた裸線搬送装置ほ逐次ケーブル搬送で置換えられてゆく



信 機
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第18図 CT-12形ケーブル

搬送装置

第19図 CR-12形

ケーブル搬送中継器

すう勢にあるので,昭和34年以来この線に従った12通話路ケーブ

ル搬送 匡の試作検討が進められている｡第1号機は,国鉄東京一

横浜間において約10箇月にわたり現場試験を施行中であり,結果は

きわめて好調である｡この装置は近い将来,マイクロウエーブによ

る主幹練糸回線とならんで,中距離国線として 鉄通信網の中心と

なるものであり,きわめて広い採用が予想されるものである｡

装置は第18図のとおり 2,300mmの標準架に5システムの供給

能力を有する搬 電流および信号電流供給装置とともに実装されて

いる｡したがって増設用装置は,1架に2システムの実 容量をも

たせることができる｡

本装置は弟柑図のCR-12形中継装置とともに回線構成をなし

うるもので,列車無線用アプローチ回線は,これら装置を一部変形

して設計されたものである｡

Il.2.2 列車無線電話

大要については無線通信株の項で述べているので,ここにはこの

うちの伝送機器についてのべる｡

使用された伝送装置は,大別L-て,アプローチ回線用端局装置と

交換制御用信号装置とから成る｡

無線回線の回線 計上,いわゆる小ゾーン方式が採用されたため,

東海道全線にわたって14箇所の基地局が設けられ,これらの 地局

と,交換制御の中心たる統制局とを結ぷアプローチ回線が施設され

た｡これは12通話路方式のケーブル搬 装置を主体として構成した

が,施設の統一,並行回線との漏話などを考慮して,ほとんど国鉄

標準仕様の短距離搬送装置を踏襲した｡装置ほ全トランジスタ化さ

れており,通話路折渡掛こはメカニカルフィルタを使用して小形化

を因ってある｡

統制局に置かれる交換制御装置と,苓移動局との間に,授受され

る情報の伝送方式としては,通話帯城内および帯域外信号混用の多

周波信号方式をとり,雑音･瞬断などによる 動作を防止している｡

列車の選択呼出,移動する列車の切換え追跡などは,これらの信号

によって,すべて自動的に行われる｡列車選択呼出にはバイプレー

ティソグ･リード･セレクタを使用して,耐雑音性において著い､

効果をおさめ,かつその伝送方式として副搬送波方式を採用し伝送

回線における同期ずれを補償し,動作安定性を高めている｡

装置はアプローチ端局装置･信号装置を含めて,幅520mm,奥

行225mmの搬送標準筐体に実装されており,統制局装置は2架構

成,基地局装置は1架構成である｡
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11.3 無線通信機

無線機器のトランジスタ化は34年以来活発に開発を進めている

が,35 に至って超短波FM無線機でほ30Mc帯0.3W携辟送信

機,25W移 用無線機,150Mc帯10W移動無線機,150,60Mc朽

0.5W携楷無線機を完成している｡現在さらに5,10,25Wの60,

150,400Mc楷のトランジスタ無線機系列の完成を推進中である｡

放送機器については,すでにウォーキールッキーl札期信号発生器

のトランジスタ化を完成したが,35年ほさらにイメージオルシコ

ソカメラ,カラー用同期信号発生器のトランジスタ化に成功してい

る｡

またマイクロ波撫線機では現在12,000Mc帯用を製作中である

が,これほクライストロン以外ほすべてトランジスタ化されたもの

である｡

35年度において特記すべき 項としては,国鉄の東京一大阪間に

開設された列車無線電話を完成したことであるが,これは無線,搬

送,有線関係の総合技術力の結 によりはじめて可能となったもの

で,目立の総合技術の優位を示すものであると同時に,今後このよ

うな通信システムの要求が高まりつつある機運とあわせ考えて,大

あるものと碇 する｡

11.3.1超短波無線機

梅超短波(400Mc荷)無線機による国鉄列車無線を完成しUHF帯

無線機および列車無線方式を闘発した｡

短波無線機のトランジスタ化については,すでに33年より着々

とその研究成果を上げてきたが,35年度は 信用高周波トラソジス

タ,電力用トランジスタの国産化と相まって送信部を除き全トラン

ジスタ化が技術的に可能となり,30Mc帯TR-1形25W,60Mc

帯SEMrOlll形0.5W,150Mc帯SEM-108形10W,SEM-017形

0.5Wなどの各種トランジスタ化無線機を開 して,各所に大量に

納入するに至った｡なお,60,150Mc苗の5,10,25Wの各トラ

ンジスタ化無線機系列も近く完成の予定となっている｡

(1)国鉄東海道線列車無線電話

東海道線東京一大阪問に14の基地局を置き列申移動局とUHF

無線枚iこより無線 話を行うもので,第20図は地上設置,弟2l

図ほ車上設置および使用状況を示してある｡列車と基地局間の無

線電話はケーブル搬送およびマイクロウエーブにより東京,静岡,

名古見 大阪の交換機に集められ,そこから 務台を通して

業務用電話あるいは電電公社■市外台を通して公衆電話を行える方

式となっている｡

線機は基地局用出力100W,列車移動局用出力40Wであり,

400Mc帯の6波を使用して2通話路を構成している｡

日立製作所はその総合技術を結集し且つ国鉄技術陣の御協力を

得て無線級,搬送 諸装置,交換機など列車無線系統機器を一括

製作した｡現在特急4列車(第一,第二こだま,第一,第二つばめ)に

設備されているが業務用に,公衆用に好評裡に運転されている｡

(2)開発した各種トランジスタFM無線機

(イ)SEM-108形150Mc,10W車載用無線枚

本機は受信部および電源部が全トランジスタ化され送 部も

電力増幅管を除いて直熱管およびトランジスタを採用してい

る｡

(ロ)TN-1形串載用無線機

本棟は30Mc,25Wの警察庁パトロールカー車載用として

設計されたものである｡

(ハ)SEM-017,SEM-0111形携帯無線機

本機は60Mc澤および150Mc帯0.5Wとして設計されたも

ので,受信部がトランジスタ化されたものである｡
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備 図

基地局■端局架

展望車での公衆`電話

基地局･送信架 基地局･受信架

予備冤源用10kVA罰喜動発電機

第21同 列 車 無 線 車 上 設 備 お よ び 使 用 状 況 図

(ニ)VT･-2形携帯用送信機

本機は警察官連絡用とLて設計された出力0.5Wの超小形送

量わずか650gの軽量である｡

(3)行政用 線無波短

さきに神奈川県庁行政無線を受注し,わが国最初の超短波行政

無線を完成したがさらに今回秋田県庁行政無線を完成したのでそ

の特長を述べる｡

(イ)男鹿半島に無人日動小継局な置いて県げと県｢勺7筒所の

各地方事務所閃を) 毎波(60Mc帯)無線により 絡する｡

(ロ)男鹿中継局は完全無人化され,･二il継局用警報装置により

現用機故障時には自動的に予備機へ切称えられるほか,火災,

開扉,触線機故障,予備電酔使用匡牒,サ備電蘭闇障などの情

報を無線により県庁へ首動的に連絡する方式となっている｡

(ハ)中継局無職瀾のスケルチ制御は県庁よF)無線制御により

行うことができる｡

(ニ)県庁は30回線,地方事務所ほ10～20回線の親子電話装

置によF)

る｡

話機を各所へ延長して無線電話を有効に使用してい

11.3.2 マイクロ波装置

(1)テレビジョン中継装置

テレビジョン中継装置としては可搬形FPU,固定形STL両者と

も,テレビ中継用周波数3.5,7,11,13GCのすべてにわたって

製造され,特に11,13GC描のFPUでほ,わが国最初の製品を

完成Lた｡これらはカラー伝 をも考慮したもので,たとえば徴

分利得0.5dB以下,3.58Mcにおける微分位相ひずふ1度以下に

抑えている｡このように真空管式の装置は全周波数をおおったた

ので,FPUについてはトラソジスタ化に着手し,すでに主要な部

分回路は完成された｡

(2)多重電話中継装茫†■二

7,000Mc帯における SS FM方式の多重電話用送受信機とし
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第22岡 UXFM-13形送受信装置

て,中継区間数および回線数が多い場合の伝 に適したUXFM-

32形ヘテロダイン巾継装置をすでに完成したが,中継区間数,回

線数が少ない場合はクライストロン直接変調による検波中継方式

が適当である｡弟22図はUXFM-13形検波中継用送受信機の

外観図で,本装置は東京電力株式会社に納入された｡

12GC帯においてはクライストロソを除き,すべてトラソジス

タ化を行ったUXFT-011形装置を製作中で近く完成される予定

である｡本装置は送信管,局発管として掛こ日立製作所で開発し

たクライストロン12VlOを用い,球根力100mWを目している｡

トランジスタもすべて口立製作所製のものを川い,たとえば

70Mc中間周波増幅闇用には2SB135で脊段8～10dBの利得を

得,またクライストロン電源用のDC‥DC コンバータなどには

2SB84にて500V,60mAの高安違桓流電力を供給している｡

なお現用級,予備機,導波管切換器,監視制御部など1架に実装

され直流24Vの電源のみにてすべての動作を行うよう設計されて

いる｡

リ波簡易形カロリメータ

ミリ波絹の電力測定にはセンチ波と同様,ポロメータおよびポロ

メータブリッジを使用しているが,周波数が高くなるにつれて,ボ

ロメータマウソトの損失が間 となり,電力計としての実効能率を

あらかじめ校正しておくことが必要になってくる｡木器はミリ波澤

における二次 準として使用する小形簡易な熱量計形電力計(カロ

リメータ)であって主要性能は次のとおりである｡

導 波 管 WRJ-24

周波数範囲 20～60GC(付属テーパ

感 度 0.14mV/mW

時 定 数 130s

最大電力 600mW

本装置の外観は弟23図のとおりである｡

11.3.3 エ業テレビジョン装置

最近のITV利用の傾向は,従

波管を使用)

最も多かった電力関係,原子力

関係などの利川にとどまらず,広く一般産
,交通,研究,

教育などに用いられU｣したことである｡たとえば医学や1業用Ⅹ線

イメージインチソシフアイヤにITVカメラな装羞することにより,

Ⅹ線障告の無い場所で,多人数で明るい両面な観腰できる｡弟24図

にその撮像写真を示す｡交通関稀でほ省■l捕吏や 京の地~卜▲鉄など

で見通しのきかないプラ､ソトフォームにカメラ京都lごたして,i_糾上の

発着状況の監視をすることが黒地されている｡研究関係では名■占▲屋

工業試験庁で,チタン真空融解タンクにITVカメラを取付け,内

第24岡 Ⅹ線イメージインチソシフアイヤ

撮像写真

第25号 カ メ ラ 操 作 机

部を監視することにより, 菌 温で 発の危険のあった作 が安全に

行えるようになった｡また大阪府立放射線研究所ではコバルト60照

射状況をITV カメラで監視して作業を安全に行っている｡このカ

メラは 量約1トンの放射線防護鉛ケース㈲こ入れられ,反射鏡を

用いて監視を行っている｡このほか工場において設計と現場問で図

面をTV伝送することや,学校での視覚教育,医学方面では手術監

視に盛んに用いられようとしている｡

J二 テレビジョン信号を無線伝送するわが

月大阪三和銀行本店と瓦町支店間に

最初の装置は34年8

匿された｡この装置は本店の

帳票宜支店に伝送し照合を即時行うことができ,このほか行員教育

や盗難小切手などのいっせい通知などに利用できる｡この程装置は

バンカピジョンと称されているが,銀行業務のみならずITVの新

しい分野を開くものと考えられるので従来のUTト52形5W送信

機のほかにUTI-201形20W送信機を製作L,さらiこ900Mc帯の

トークバック系統をも完成した｡本装眉は東京･大阪両地区の富士

銀行に納入された｡第25図に本

観な示す｡

11.3.4 テレビ放送設備

11円和34年度に引き続き,放

ラ挫作机の外

機器のトランジスタ化への傾向のほ

かに,郵政省にてカラーテレビジョンの方式が決定し,カラー機器

､速に
急が成完の 現した｡以下その二,三の例について述べる｡
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第26図 TB-32形3ビデコソカメラ装置

(1)3ビデコソカメラ装置

TB-32形3ビデコソカメラ 置は,日本にて制定せられた

NTSC方式によるカラーフィルム,カラースライドなどの送像用

カメラチェーソである｡これはカメラ部,操作部,制御部より構

成され,カメラ部にて画は赤,緑,青の三色の画に分解され,お

のおのの画を三木のビデコソによって電気的 号に変換する｡そ

の信号は操作部に入り,シエージソグ増幅器にてシエージングを

補正し,プロセシ∵/グ増幅器にてガンマ,振幅などをそろえる.⊃

波形の測定などのためにマスタモニタがついてこねり,カメラの操

作は操作部にて,すべて遠隔制御が可能である｡=｡制御部では三原

色の信号をNTSC方式による輝度信りと色相,飽和度を3.58Mc

の副搬送波の位札 振幅に対応するように変調した色刷搬送披乾

する｡カラー画像を監視するためのカラーモニタほ21形三電子銃

ブラウン管を使用している｡

(2)カラー用全トランジスタ式同期信号発生器

TBE-25形同期信号発生器は上記3ビデコソカメラ 置にも使

用され安定,無故障の実績を作F)つつある｡真空管式に比べる

と,架に装着されたときのパネル幅にして約1/ノ′7ではるかiこ小形

となり消費電力も1/30である｡このトランジスタ式のカラー用

同期信号発 器は世界で最初に製品化されたものでNHK技術研

究所のご協力を得て完成した｡

(3)トランジスタ式イメージオルシコソカメラ装置

TB-12形イメージオルシコンカメラ
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第27図 TB【12形トランジスタ式イメージオルシコレ

カメラ装置

は屋外中継に使用されるカメラで,性能はすべて日本テレビジョ

ン標準方式に従っており,水平解像度500本,垂直解像度350本

を有するものである｡本装置はカメラ部,カメラ制御部より構成

され,従凍の真空管式の構成および操作法にほぼ従っている｡カ

メラ部は偏平な形をしており,劇場などの観客席に出たときでも

観客のじゃまにならぬようになっている｡ビューファインダには

5吋のブラウソ管を使用し画面は大きく見やすい｡カメラ制御器

には7吋および3吋のブラウソ管を使用し,画像,波形を監視し

ながら操作をする｡カメラケーブルほ11心で細く扱いやすい｡電

源は24V蓄電池あるいはAClOOVより整流された

る｡従来の真空管式カメラに比べ

源で動作す

量は約1/2.5であり移動撮影

に便利である｡また従来のウォーキルッキの背負パックと組合わ

せ,澤負パック内の同期信号発生器およびカメラ制御器によって

動作させれば,移動用あるいは特殊撮影にはその力を十分に発揮

させることができる｡なお本装置はNHK技術研究所のご協力に

よって完成したものである｡
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